
武

士

蓮

と

縄

武

士

道

阻
早

と

一、原

(
一
)

、

木

村

静

雄

凹

.

武
士
に
よ

つ
て
代
表
せ
ら
れ

る
鎌
倉

時
代
以
後
室
町
戦
國
の
時
代
精
紳
は
、
宮
廷
貴
族

に
よ

つ
て
代
表
さ
れ
る
卒
、

安
朝
末
期

の
そ
れ
と
全
く
封
照
的
で
あ
る
。
李
安
末
期

に
於
い
て
、
人
々
は
著
し

く
感
情

的
で
あ
り
叉
官
能
的

で
あ

つ
て
、
道
徳
的
理
想
若

く
は
理
性

の
如
き
は
之
を
没
却
し
て
揮
か
ら
な
か

つ
た
が
y
武
士
は

一
面
現
實

的
で
あ

る
と

共
に

一
面
極
め

て
理
想
的
で
あ

つ
て
、

一
定
の
目
的
實
現
の
爲
め
に
は
あ
ら
ゆ

る
慾
望
や
戚
情
を
拗
制
す
る
強
固
な

る
意
志
を
持

つ
た
。
叉
李
安
末
期

の
人
々
は
宿
命
論
者

で
あ
り
、
決
定
論
者
で
あ

つ
て
、
彼
等
の
人
生
は
陰
陽
道
や

宿
曜
道
の
読
に
よ

つ
て
十
重

ご
十
重

に
縛
ら
れ
、
先
づ
方
違
や
時
の
忌
を
占
は
な
け
ば
日
常
生
活
は
固
よ
り
、
政
治

す
ら
行
は
れ
ざ
る
有
様
あ

つ
た
が
、
武
士
の
群

は
あ
ら
ゆ

る
意
味
で
自
由
人
で
あ

つ
た
。
叉
李
安
末
期
に
於
て
、

人

々
は
極
め
て
厭
世
的
で
あ
り
現
實
的
に
は
無
力
で
あ
.つ
た
が
、
武
士
は
死
を
名
馨

に
し

つ
～
も
そ
の
死
は
現
實

の
生

を
最
も
完
全
な
ら
し
め
光
輝
あ
る
も
の
と
す

る
爲
め
の
死

で
あ

つ
た
。
す
べ
て
こ
れ
ら

の
時
代
的
推
移

の
中

に
、
武

士
勃
興
の
國
民
精
紳
臭
的
意
義

の
重
大
性
が
あ

る
の
で
あ

る
。
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武
士
は
元
來
地
方

の
豪
族
や
廣
大
な
る
荘
園
を
持

つ
寺
院
等
に
よ

つ
て
養
は
れ
た
自
衛

の
傭
兵
か
ら
起

つ
た
も
の

で
あ
り
、
山
林
草
澤

の
問
を
馳
騙
し
て
狩
と
戦
ひ

の
中

に
實
力
と
或
る
種
の
徳
義
を
養

つ
た
に
過
ぎ
な

い
の
で
あ
る

が
、
そ
の
活
氣
に
盗
れ
た
素
朴
な
健
康
な
純
粋
な
精
紳
は
、
能

く
、
精
神
的
暗
黒
時
代
と
も
云
ふ
可
き
當
時
の
時
代

相

聖

一
掃
し

て
、
全
く
亡
國

の
兆
を
呈
し

て
ゐ
た
國
民
精
紳
上
の
危
機
を
脱
却
せ
し
め
た
。
然
し
て
此
の
光
輝
あ
る

武
士
精
紳

は
全
く
彼
等
自
身

の
境
遇

か
ら
生
れ
た
も
の
で
は
め
る
が
、
そ
れ
に
思
想
的
背
景
と
基
礎
を
輿

へ
、
無
限

の
深
味
を
加

へ
て
、
之
を
助
長
し
た
も
の
は
藤

で
あ

つ
た
。
.
輩
に
剛
強
殺
伐
な
る
の
み
で
は
道
と
.云
ふ
事

は
出
來
な

げ

い
。
生
死
を
脱
却
し
て
随
庭

に
自
由
な
る
麗

の
風
光

は
、
そ
の
ま

＼
武
士
の
理
想
と
な

つ
た
。
同
時
に
灘
僧
の
意
志

　

的
な
簡
素
な
生
活
振
り
は
叉
武
士
の
最
も
共
鳴
す
る
所

で
あ

つ
た
ら
う
。
か
く
て
灘
と
武
士
精
紳
は
そ
の
本
質

に
於

ら

い
て
結
合
し
た
の
で
あ

る
。

.

二

灘

が
量
ハ
に
武

士
教
養
の
理
想
と
な

つ
た
の
は
、
鎌
倉
幕
府

に
於
け
る
北
條
時
頼
、
時
宗

の
墾
灘
以
後

で
あ
ら
う
。

彼
等
は
鎌
倉
武

士
の
統
領
と
し
て
そ
の
修
養
生
活
は
當
時

一
般

の
士
風

に
大
な
奄
威
化
を
及
し
た
事
と
思
は
れ

る
。

時
頼

は
初
め
蘭
難
遣
隆

に
蹄
依
し
て
爲
め
に
建
長
寺
を
建
て
、
自
ら
剃
髪
し
て
專

心
修
暉
に
努

め
た
の
で
あ
る
が
、

後
、
兀
巷
普
寧
に
就
い
て
絡

に
大
悟
徹
底
し
た
、
そ
の
清
息
は
兀
巷

普
寧
輝
師
語
録
に
詳

し
い
。
其
の
臨
絡
に
際
し

・て
は
、
袈
裟
を
着
し
縄
床
に
侍

り
、

「
業
鏡
高
懸
、
三
十
七
年
、

一
槌
打
砕
、
大
道
坦
然
」
な

る

一
偏
を
遺
し
て
安

武

士

道

と
輝

(
二
)
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武

士

蓮

と
暉

(
三
)

然
と
し
て
世
を
去

つ
た
。
是
れ
武
士
か
、
是
れ
灘
師
か
、
誠

に
堂

々
た
る
境
涯
で
あ

る
。
幕
下
の
武

士
に
與

へ
た
影

響
は
量
り
知
る
可
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ

つ
た
と
思
は
れ
る
。

時
宗
は
亦
、
初
め
蘭
漢
道
隆
に
付
き
、
後
、
大
休
正
念
、
子
元
租
元
に
付
い
て
孜

々
と
し
て
屡
灘
し
、
彼
の
文
永
、

弘
安
の
國
難

に
際
し
、
悠
々
法
要
を
商
量
し

つ
～
能
く
大
事
を
誤
ら
な
か

つ
た
事
實

は
是
亦
語
録

に
詳
し

い
。

か
く
當
時

一
代

の
輿
望
を
捲
ひ
武
門
の
棟
梁
と
仰
が
れ
た
將
軍
が

二
代
ま
で
引
績
き
絶
大
な
る
職

の
購
依
者
で
あ

り
、
壽
福
寺
、
常
樂
寺
、
灘
興
寺
等
に
次
い
で
建
長
寺
、
圓
畳
寺
等

の
大
縄
刹
か
績

々
建
立
さ
る
、
に
及
び
、
鎌
倉

武
土
は
翁
然
と
し
て
是
等
の
輝
門
を

叩

い
た
事
で
あ
ら
う
。
當
時

の
諸
麗
師

の
語
録
に
記
さ
れ
た
武

士
の
名
の
み
で

,

ゆ

略

々
六
十
飴
人
を
算
す
る
事
が
出
來
る
。
然
し
て
そ
の
効
果
も
亦
偉
大
な
る
も
の
が
あ

つ
た
事
は
、
北
條
氏
滅
亡
に

際
し
て
尚
能
く
次
の
如
き

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
残
し
た
事
に
よ

つ
て
も
窺

は
れ
る
。
太
準
記
巻
十
に
云
く
。

し

あ

く

、

「
盤
飽

四
郎
、
抜
い
た
る
刀
を
牧
め
て
、
父

の
入
.道
が
前

起
畏

つ
て
ぞ
候
ひ
け
る
。
入
道
こ
れ
を
見

て
、
快
げ

に
打

し
づ

笑

ひ

、
閑

々
と

中
門

に
曲
録

を

か
ざ
ら

せ
て
、

そ

の
上

に
結

蜘
鉄

坐

し
、
硯

取
寄

せ
て
自
ら
筆

を

染

め
、
僻

世

の
頚

を

ぞ
書

き

た
り

け

る
。

提

持̀

.
テ
吹

毛
一ヲ

戴

昌断
ス
虚

塞
"テ

大

火
聚
裏

一
道

.
清

風

は
だ
ぬ
ぎ

と

書

い

て
、
叉
手

し

て
頭
を

伸

べ
て
、

子
息

四
郎

に
、

『
そ
れ
討

て
』

と

下
知

し
け

れ
ば

、
大
膚

脱

に
成

つ
て
、

父

く
び

は

つ
に

う
っ
ぷ
し
ざ
ま

の

頸
を

う
ち
落

し

て
、

そ

の
太
刀

を
取
直

し
て
、
鐸

本

ま

で
己
が
腹

に
突

貫

つ
て
、

傭

様

に
ぞ

臥

し

た
り

け

る
.、」
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誠

に
痛
快
豪
快
の
極

み
で
あ
る
。
叉
、
長
崎
次
郎
は
最
後
の
職
陣
に
臨
む

に
際
し
、
崇
壽
寺
の
南
山
和
樹
を
訪
ね

　

け
ん
も

甲
冑

の
ま

～
庭

に
立

つ
て
左

右

に
揖

し

て
問

ふ
て

曰
く
、

「
如
何

ナ
ル
カ
是
勇

土
怨
褻
,
事
。
」

和
術

答

へ
て
曰

く
、
「,吹

毛
急

二
用

ヒ
.ア
不
レ如
γ力
前
ム
。」
と
。

高
重

は

こ

の

一
句

を
聞

い
て
、

問
訊

し

て
僻

し
、

最
後

の
勇
職

を

試

み
た

の
で
あ

つ

た
。
(
太
準

記
雀

十
)

三

弓

然

し
な

が

ら
、
眞

に
暉

が
時

代

の
指

導
精

紳

と
な

り
、
武

士

の
映

く
可

か
ら

ざ

る
教

養
と

し

て

一
般

に
普

及
す

る

に
至

つ
た

の
は
、

足
利

時
代
以

後

の
事

で
は
な

い
か
と

思

は
れ

る
。

そ
れ

は
必
す

し
も

、
覇

権

と

共

に
暉
宗

の
中

心

の

び

地
が
京
都

に
移
り
、
夢
窓
國
師

一
門

の
名
信
が
足
利
奪
氏
、
直
義
を
初

め
、
細
川
、
赤
松
等
幕
下
の
諸
將
の
蹄
依
を

受
け

て
、
五
山
十
刹

の
輪
奥

の
美
を
競

つ
た
事
の
み
を
指
す
の
で
は
な
い
。
入
元
、
入
明
の
藤
信
漸
く
多
く
、
大
陸

と
の
交
通

も
次
第
に
開

く
に
及
び
、
宋
元
の
文
化
は
績

々
と
輸
入
せ
ら

る
、
に
至
つ
た
。
宋
學
、
水
墨
山
水
を
圭
と

す
る
宋
元
書
、
麗
院
建
築
、
彼
地
禮
僧
の
墨
跡
等
が
こ
れ
で
あ
る
。
然
し
て
是
等
は
何
れ
も
縄
精
神
を
墓
調
と
す
る

灘
文
化

で
あ

つ
て
、
性
理
を
明
む
る
を
圭
眼
と
す

る
宋
學
、
墨

一
色
を
以
て
氣
韻
生
動
を
描
か
ん
と
す
る
南
書
等
は

新
鮮
な
る
影
響
を
我
國

に
も
た
ら
し
た
。
同
時
に
麗
的
精
紳
が
國
民

の
問
に
浸
潤
す
る
に
及
び
、
我
國
濁
特
の
暉
藝

術
も
亦
生
れ
る
に
至

つ
た
。
能
樂
、
茶
道
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
か
《
て
足
利
よ
り
戦
國

に
か
け
て
灘
が
時
代
文
化
の

墓
調
と
な
り
指
導
精
紳
と
な
る
に
及
ん

で
、
當
時
僑
侶
を
除

い
て
最
高

の
知
識
階
級
で
あ

つ
た
武
士
の
生
活
も
著
し

武

士
蓮

と
輝

(四
)
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武
.
士
道

と
輝

(五
)

く
灘
味
を
帯

ぶ
る
も

の
と
な

つ
た
。
彼
等
は
襖

に
水
墨
書
を
書
き
、
床

に
縄
僧
の
書
を
掛
け

、
或
は

一
椀

の
沫
茶
を

樂
み
、
或
は
譲
曲
を
吟
じ
能
樂
を
鑑
賞

し
た
。
意
識
的

に
も
無
意
識
的

に
も
武
士
の
敏
養
と
生
活
は
灘
的
な

る
も

の

に
な

つ
た

の
で
あ
る
。

・

然

る
に
五
山
の
麗
僧
が
漸
く
詩
文

に
耽
溺
し
て
本
來

の
面
目
を
失
ふ
に
及
び
、
黙

々
と
し

て
潜
行
密
用
し

つ
、
あ

も

　

　

つ
た
鷹
燈
關
の

一
涙
は
大
徳
寺
、
妙
心
寺
を
中
心
と
し

て
次
第
に
四
方

に
流
播
し
て
、
廣
く
戦
國
武
將
の
館
依
を
集

む

"。
に
至

つ
た
。
先
づ
今
川
義
元
の
蹄

依
し
た
大
原
雪
齋
縄
師
は
妙
心
寺

の
大
休
宗
休
麗
師

の
法
嗣

で
あ

る
。
武
田

信
玄
は
初
め
天
台

に
脇
依
し
た
が
、
後
、
灘

に
蹄
し
、
恵
林
寺
を
建
て

、
、
惟
高
妙
安

(
相
國
寺
)
策
彦
周
良

(
天

龍
寺
)
明
叔
慶
凌
、
希

庵
玄
密
、
岐
秀
天
伯

、
快
川
紹
喜

(
以
上
妙
心
寺
)
等

の
名
偲

に
勢
じ
た
。
有
名
な
る
信
玄

家
法

の
第

一
條

に
、

た
し
な

一
、
屡
灘
可
レキ
嗜
ム
事
、
語
。
日
ク
。
屡
輝
別
。無
昌.
秘
訣
一。
唯
思
昌フ
生

死
,
切
}ナ
ルヲ

と
あ

る
程
で
あ

る
。
上
杉
謙
信
は
不
識

の
號

は
曹
洞
宗

の
僧
よ
り
受
け
た
と
言
は
れ
る
が
、

二
十
四
歳
上
洛
の
節

、

大
徳
寺
で
徹
舳
宗
九
か
ら
三
蹄
五
戒
を
受
け
た
と
云
ふ
。
北
條
氏
は
早
雲

の
遣
命
に
よ
り
大
徳
寺
か
ら
以
天
宗
清
を

迎

へ
て
、
金
湯
山
早
雲
寺
を
開

い
た
。

三
好
長
慶

は
大
徳
寺
出
身

の
大
林
宗
套

に
雰
じ
て
、
宗

套
が
當
時
住
し
た
南

宗
寺
の
四
邊
を
過
ぎ

る
時
に
は
必
す
下
馬
し
て
敬
意
を
表
し
た
と
云
ふ
。
叉
、
長
慶
卒
素
人
に
語

つ
て
、
敵

の
利
堅
な

る
も
の
は
必
ず
是
を
破
催
す
る
も
和
尚

の
猛
威

に
ば
敵
し
難

い
と
嘆
じ
た
と
云
ふ
事
が
大
林
和
爾
塔
銘

に
見
え

る
。
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澤
滲
宗
恩

(
妙

心
寺
)
は
織
田
信
長

の
父
信
秀
の
露
依
を
受
け
た
が
、
信
長

の
名
を
擬
し
、
政
秀
寺

の
嚴
山
と
麓
レ

叉
岐
阜
城
の
名
を
撰
び
、
天
下
布
武
の
印
文
を
も
撰
し
た
と
云

ふ
。
大
内
義
隆
は
玉
堂
宗
條

(
大
徳
寺
)
に
付

い
て

三
玄
密
旨
を
究
明
し
、
法
號
を
宗
雄
と
し
た
事
が
書
像

の
賛

に
よ

つ
て
明
か
で
あ

る
。
毛
利
元
就
は
東
編
寺
の
竺
雲

恵

心
と
親
し
く
そ
の
斡
旋

に
よ
り
朝
廷
に
御
即
位
料
を
献

上
し
た
事
が
あ
る
。
叉
、
豊
太
閤
は
大
阪
城
に
あ

つ
て
妙

心
寺
の
南
化
玄
興

の
提
唱
を
聞

い
た
と
言
は
れ
、

そ
の
臣
下
千
,
利
休
は
茶
灘

一
味
を
以
て
有
名

で
あ
り
、

豊
公
幕

下
の
部
將
達
に
偉
大
な
る
威
化
を
與

へ
た
。
石
田
三
成
、
脇
坂
安
治
、
副
島
正
則
、
石
河
光
重
等
多
く
の
諸
將
は
妙

心
寺

山
内

に
各

々
香
華
寺
を
建
立
し
て
ゐ
る
。

か
く
の
如

く
戦
國
時
代

に
至
つ
て
關
山
系
即
ち
松
源
涙

の
暉
の
進
出
著
し
い
の
は
、
當
時
己
に
五
山
系
の
丈
宇
灘

に
封
す
る
批
到
認
識
が
存
し
た
の
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
職
國
時
代
に
於
け
る
代
表
的
な
武
將
が
、
實
撃
實
究
孤

脆
瞼
峻
を
以

て
家
風
と
な
る
關
山
系
の
輝

に
争

つ
て
露
依
し
た
事
實
は
、
特
筆
す
可
き
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。

四

然
ら
ば
武
士
の
精
神
武
士
の
思
想
は
何
故
に
か
く
も
緊
密
に
暉
と
結
付

く
の
で
あ
ら
う
か
。

大
鷹
國
師
法
語

に
曰
く
、

「
夫
、
生
死
を
出

る
道
は
、
佛
組

の
示
す
所
な
り
と
錐
も
、
其
源
を
尋

ぬ
る
に
、
心
を
明
む

る
に
過
ぎ
た
る
は
な

ー

し
。
然
る
を
人
皆

心
帥

是
佛
な
る
こ
と
を
知
ら
す
、
外
に
佛
を
覚
め
、
徒
に
疲
勢
し
て
終

に
實
理
に
繕

ふ
事
無
し
。

武

士

逡

と

輝

(
六
)
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武

士
道

と
閥
騨

(七
)

醤

へ
ば
南

に
行
け
る
親
を
知
ら
す
、
共
子
北
を
た
つ
ね
て
行
く
が
故
に
、
行
く
に
擁

つ
て
彌

々
親

に
趣38
か
る
が
如

し
。
L
,

叉
云
く
、

「
佛

は
善
悪
の
起
る
源
を
知

つ
て
執
心
無
き
故

に
鎭

へ
に
念
を
起
せ
ど
も
無
念

と
な
る
。
無
念

の
慮
を
暫

く
心
と

い
ふ
。
心
と
云
ふ
は
名

の
み
有

つ
て
實
形
は
な
し
、
古
人
は
無
心
と
い

へ
り
、
斯
様

に
心
得
な
ば
、
念
よ
り
結

ぶ

生
死
は
有

る
可
か
ら
す
、
此

の
如
く
見

て
知
り
は
つ
る
を
、

一
分

の
見
性
得
果
と
云
ふ
な
り
、
其

上
に
は
願

ふ
べ

き
生
死
も
な
く
、
欣

ふ
可
き
極
樂

も
な
し
、
迷
悟

の
隔

て
も
無
く
、
凡
聖
の
差
別
も
な

し
、
此
露
を
生
死
を
離
る

～
と
云
ひ
、
浮
土
に
往
生
す

る
と
云
ひ
、
佛

に
作

る
と
も
云
ふ
な
り
。」

、
極
め
て
直
戴
簡
明
な
垂
示
で
あ

る
。
人
は
唯
自

己
心
性
を
明
む
る
事

に
よ
つ
て
生
死
を
脱
却
す

る
。
自
己
以
外

に

頼

む
可
き
佛
も
な
く
往

く
可
き
澤
土
も
な
い
。
唯
自
己
自
心
を
究
明
す
る
を
以
て
足
れ
り
と
す
る
。
か

～
る
教

へ
は

元
來
自
圭
的
現
實
的
自
力
的
性
格
を
有
す
る
武
士
の
信
念
を
養

ふ
上
に
極
め
て
力
強
き
思
想
で
あ

つ
た
。

叉
曰
く
、

「
佛
祀

の
言
は

い
か
で
か
疑

ふ
可
き
、
偏

へ
に
斯
様

に
信
す
べ
し
、
明
暮
起
て
も
居
て
も
斯
様

に
振
舞

ふ
者
は
何

者
ぞ
と
能
く
見
れ
ば
見
る
者
も
な
く
、
見
ら
る
～
者
も
忘
れ
は
て

～
、
力
端
き
神
疲
れ
は
て
た
る
慮
を
少
し
力
を

得
た
り
と
牢
す
な
り
、
此

に
至
て
畳
え
ざ
る
に
我
が
本
姿

の
不
生
不
死
、
埋
め
ど
も
埋
れ
す
、
嶢
け
ど
も
儒
け
す
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喜

も
憂

も

あ
ら

ざ

ム
慮
を

知

る
な

り

。
是

こ
そ
眞

の
佛

、

法
身

の
如

來
と
申

す

に
て
候
。
L

激

理

は
極

め

て
簡

明

で
あ

り
何

の
神

秘

も
幻

想

も
含

ま
な

い
が

一
度

び
悟

入
す
れ

ば
、

く

め

ど
も
審

き

ぬ
慈
味
あ

h
・、

深
か

味

め
り
、
能

く

武

士
の
精
神

生

活

の
高

き
理
想

た
り

得

る

の
で
あ

る
。

武

士
道

は
後

、
徳

川

時
代

に
入

つ
て
儒

教

の
影
響

を
受

け
、
種

々
の
道

徳

的
徳

目
を

附

せ
ら

れ
た

の
で
あ

る
が
、

か

～
る
倫

理
的

形
態

を
備

ふ
る
以
前

の
剛

張
素

朴
な

る
武

士

に
深
き
精

紳
的

内
容

を
輿

へ
國
民

精
神

吏
的

に
も

文
化

史

的

に
も
偉

大
な

る
貢

献
を

な

し
た
藤

は
、

叉
鎭
護

國

家

の
十
分

な

る
使

命
を

果

し
た
も

の
と
言

ひ

得
ら

れ

る
と

思

ふ
。

灘

の
護
國

的
意

義

は
將

來

に
於

て
も

か

》
る
國

民
精

神
作

興

の
観
識

か
ら
論

す

可

き
も

の

と
思

ふ
。

以

上

亭
泉
博
士
著

「中
世
κ
於
け
る
精
紳
生
活
一

林
盛
雲
氏
著

「日
本
輝
宗
史
」
大
久
保
道
舟
氏
著

「
日
本
暉
の
特
質
と
そ
の
丈
化
へ
の
影
響
」

柏

倉
亮
吉
氏
著

「職
國
武
將
、
帰陣
、
そ
の
意
義
」
等
参
照
。
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題

一

春

風

館

一

論

饗
レ
パ
心

チ
総

テ
是

レ
惑

昌ヒ
心

中

一二

要

レ
ス
。
パ
識

ヘ
フ
ン
ト
劔

家

精

妙

ノ
庭

一ヲ

山

ノ
岡

鐵

太

郎

,

凝

コ滞

ス
レ
パ
輸

臓

一二
還

タ
失

」フ
エ

ラ

電

光

影

裏

斬

ル
春

風

一.

.

武

士

道

と

輝

(
八
)


